
 

 

 

報道関係者各位   

  令和７年２月 28日 
 

文京学院大学 東日本大震災復興支援プロジェクト「ブレーメンズ」 

日本製鉄釜石シーウェイブスとのコラボレーション応援ミニフラッグをデザイン監修 

東日本大震災復興祈念試合にて先着6,000名様に無料配布 
 

文京学院大学（学長：福井勉）は、2025年３月８日（土）に岩手県「釜石鵜住居復興スタジアム」にて開催される

NTT ジャパンラグビーリーグワン 2024-2025ディビジョン２ 第７節 東日本大震災復興祈念試合において、本学の東

日本大震災復興支援プロジェクト「ブレーメンズ」の学生たちがデザインした、日本製鉄釜石シーウェイブスとのコラボ

レーション応援ミニフラッグが先着 6,000名様に無料配布されることをお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ブレーメンズ」活動概要と釜石シーウェイブスとのコラボレーション応援ミニフラッグについて                            
「ブレーメンズ」は、東日本大震災の被災地を支援するために、文京学院大学の学生がクリエイティブな力を活かし

て商品を制作・販売し、その収益を全額寄付する活動です。平成 23年の開始以来、累計 567万 2,200円以上を「い
わての学び希望基金」や「東日本大震災みやぎこども育英基金」など、20以上の支援団体に寄付してきました。 
 
今回、「ブレーメンズ」の取り組みの一環として、NTTジャパンラグビーリーグワン 2024-2025ディビジョン２第７節 東

日本大震災復興祈念試合にて無料配布される、応援ミニフラッグをデザインしました。 
応援ミニフラッグは、「釜石ラグビーの魂」を象徴し、観客の皆さまとともに一体感のある応援の場を作り上げることを

目的に、チームカラーである赤を基調としています。釜石鵜住居復興スタジアムを赤一色に染め上げることで、選手た
ちの士気を高め、最高の応援の場を演出することを目指します。 
また、応援ミニフラッグには、釜石ラグビーの象徴である大漁旗をイメージした太陽と「富来旗（ふらいき）」の波、そし

て「ねば～だるま」が描かれています。「ねば～だるま」は、「どんな逆境にも負けず、立ち上がり続ける」だるまの姿に、
復興へと進む被災地の姿を重ね、「Never give up」という想いを込めたキャラクターです。2019年に釜石市根浜地区の
皆さまの協力のもと誕生し、現在に至るまで多くの皆さまに親しまれてきました。 
本大会においても、選手たちがフィールドで戦う姿と「ねば～だるま」を重ね合わせ、観客の皆さまとともに応援の力

で後押しできればと願っています。 
 
なお当日は、文京学院大学から４名の学生が現地に入り、応援ミニフラッグの無料配布をサポートします。今回の取

り組みを通じて、文京学院大学は学生とともに復興支援活動を続け、地域社会への貢献をさらに広げていきます。 
 
＜NTT ジャパンラグビーリーグワン 2024-2025 ディビジョン２ 第７節 東日本復興祈念試合について＞ 

当試合は東日本大震災の復興を祈念した、日本製鉄釜石シーウェイブスとレッドハリケーンズ大阪の無料招待試合です。 

日時：2025年３月８日（土） 13:00 キックオフ ※11:00開場 

場所：釜石鵜住居復興スタジアム 

詳細：https://kamaishi-seawaves.com/host20250308 
 

共に育つ、わくわく悩む。 
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